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   Ａ０１Ｎ  31/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  31/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
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   Ａ０１Ｎ   35/06     　　　　
   Ａ０１Ｎ   35/02     　　　　
   Ａ０１Ｎ   31/04     　　　　
   Ａ０１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   31/02     　　　　
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   Ａ０１Ｎ   37/02     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月21日(2018.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オクタヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、オクタヒドロ－７－メチル－１，
４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン、３－メチル－５－プロピル－２－シクロヘキ
セン－１－オン、オクタヒドロ－５－メトキシ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－２－
カルボキシアルデヒド、６－メチルキノリン、フェノキシアセトアルデヒド、γ－オクタ
ラクトン、９－エチリデン－３－オキサトリシクロ（６．２．１．０２，７）ウンデカン
－４－オン、２，３，３－トリメチル－２Ｈ－インデン－１－オン、４－メチル－５－チ
アゾールエタノール、７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタナール、３－メチル－１－
フェニル－３－ペンタノール、２－フェニルプロピオンアルデヒド　ジメチルアセタール
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及び２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１，３－ジエン－１－カルボアルデヒドから
選ばれる１種以上の化合物を有効成分とする昆虫忌避剤。
【請求項２】
　オクタヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、オクタヒドロ－７－メチル－１，
４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン、３－メチル－５－プロピル－２－シクロヘキ
セン－１－オン、オクタヒドロ－５－メトキシ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－２－
カルボキシアルデヒド、６－メチルキノリン、フェノキシアセトアルデヒド、γ－オクタ
ラクトン、９－エチリデン－３－オキサトリシクロ（６．２．１．０２，７）ウンデカン
－４－オン、２，３，３－トリメチル－２Ｈ－インデン－１－オン、４－メチル－５－チ
アゾールエタノール、７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタナール、３－メチル－１－
フェニル－３－ペンタノール、２－フェニルプロピオンアルデヒド　ジメチルアセタール
及び２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１，３－ジエン－１－カルボアルデヒドから
選ばれる１種以上の化合物を有効成分とする昆虫の熱受容抑制剤。
【請求項３】
　請求項１記載の化合物及び二酸化炭素応答抑制作用を有する香料化合物を有効成分とす
る昆虫忌避剤。
【請求項４】
　二酸化炭素応答抑制作用を有する香料化合物が、２，４－ジメチルシクロヘキセ－３－
エン－１－メタノール、１－オクタノール及びｃｉｓ－３－ヘキセニル　アセテートから
選ばれる１種以上である請求項３記載の昆虫忌避剤。
【請求項５】
　請求項１記載の化合物が、オクタヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、オクタ
ヒドロ－７－メチル－１，４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン又は３－メチル－５
－プロピル－２－シクロヘキセン－１－オンである請求項３又は４記載の昆虫忌避剤。
【請求項６】
　昆虫が蚊類、ハエ類、ブユ類及びサシバエ類から選ばれる１種以上である請求項１、３
、４若しくは５記載の昆虫忌避剤又は請求項２記載の昆虫の熱受容抑制剤。
【請求項７】
　昆虫が蚊類である請求項６記載の昆虫忌避剤又は昆虫の熱受容抑制剤。
【請求項８】
　オクタヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、オクタヒドロ－７－メチル－１，
４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン、３－メチル－５－プロピル－２－シクロヘキ
セン－１－オン、オクタヒドロ－５－メトキシ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－２－
カルボキシアルデヒド、６－メチルキノリン、フェノキシアセトアルデヒド、γ－オクタ
ラクトン、９－エチリデン－３－オキサトリシクロ（６．２．１．０２，７）ウンデカン
－４－オン、２，３，３－トリメチル－２Ｈ－インデン－１－オン、４－メチル－５－チ
アゾールエタノール、７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタナール、３－メチル－１－
フェニル－３－ペンタノール、２－フェニルプロピオンアルデヒド　ジメチルアセタール
及び２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１，３－ジエン－１－カルボアルデヒドから
選ばれる１種以上の化合物を哺乳動物の皮膚に塗布する昆虫忌避方法。
【請求項９】
　請求項８記載の化合物及び二酸化炭素応答抑制作用を有する香料化合物を哺乳動物の皮
膚に塗布する昆虫忌避方法。 
【請求項１０】
　二酸化炭素応答抑制作用を有する香料化合物が、２，４－ジメチルシクロヘキセ－３－
エン－１－メタノール、１－オクタノール及びｃｉｓ－３－ヘキセニル　アセテートから
選ばれる１種以上である請求項９記載の昆虫忌避方法。
【請求項１１】
　請求項８記載の化合物が、オクタヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、オクタ
ヒドロ－７－メチル－１，４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン又は３－メチル－５
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－プロピル－２－シクロヘキセン－１－オンである請求項９又は１０記載の昆虫忌避方法
。
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